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ホタルの卵が採取された場所

（
左
上
）「
熊
野
古
道 

小
辺
路
」の
果
無
集
落
、（
右
上
）日
本
一
長
い
路
線
バ
ス
、

（
下
）十
津
川
温
泉
郷

大熊町熊川地区で飛び交うホタル
（震災前に撮影）

　

夏
の
風
物
詩
と
し
て
人
気
が
あ
る
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
が
、
東
京
都
板
橋
区
の
ホ

タ
ル
生
態
環
境
館
で
、
6
月
22
日
か
ら

24
日
ま
で
の
3
日
間
、
一
般
の
方
々
に
夜

間
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
ホ
タ
ル
は
福
島
県

大
熊
町
の
熊
川
地
区
よ
り
約
3
0
0
個
の

卵
を
採
取
し
た
、
こ
れ
ま
で

他
の
地
域
の
ホ
タ
ル
と
交
配

を
せ
ず
に
世
代
交
代
を
繰
り

返
し
た
ホ
タ
ル
だ
。

　

来
館
し
た
子
ど
も
た
ち
は

体
長
約
15
ミ
リ
の
ホ
タ
ル
を

手
に
取
り
、
ホ
タ
ル
の
発
光

体
を
不
思
議
そ
う
に
見
つ

め
、
ホ
タ
ル
の
放
つ
光
が
創

り
出
し
た
幻
想

的
な
空
間
に
、

感
嘆
の
声
を
あ

げ
て
い
た
。

　

ホ
タ
ル
の
生
息
地
域
は
非
常
に
限
定
的

で
、
そ
の
生
息
の
条
件
に
は
、
ホ
タ
ル
の

幼
虫
や
そ
の
エ
サ
が
生
存
で
き
る
き
れ
い

な
川
で
あ
る
こ
と
、
成
虫
が
活
動
す
る
夜

に
車
の
ラ
イ
ト
や
外
灯
の
点
灯
が
少
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
ホ
タ
ル
の
生
態

研
究
で
は
、
毎
時
0
・
5
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
上
の
放
射
線
を
浴
び
る
と
発
光

体
が
光
ら
な
く
な
り
、
求
愛
活
動
が
で
き

ず
に
種
の
根
絶
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
大
熊
町
は
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き

る
環
境
で
は
な
い
。
再
び
ホ
タ
ル
が
舞
う

自
然
を
取
り
戻
す
た
め
、
ホ
タ
ル
の
ふ
る

さ
と
大
熊
町
は
一
日
で
も
早
く
復
興
で
き

る
よ
う
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
る
。

　

平
成
23
年
9
月
3
日
、
四
国
に
上
陸
し

て
日
本
海
に
抜
け
た
台
風
12
号
は
、
西
日

本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
に

大
雨
を
降
ら
せ
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を

与
え
た
。
特
に
紀
伊
半
島
で
は
記
録
的
な

降
雨
量
を
観
測
し
て
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
奈
良
県
南
部
の
十
津
川
村
で

は
一
時
全
村
が
孤
立
し
て
、
死
者
・
行
方

不
明
者
12
名
と
な
る
大
災
害
と
な
り
、
村

の
主
要
産
業
で
あ
る
林
業
や
観
光
関
連
産

業
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。

　

あ
れ
か
ら
1
年
、
災
害
か
ら
の
復
旧
が

進
む
十
津
川
村
で
は
、
落
ち
込
ん
で
い
た

観
光
関
連
産
業
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
が
全
力
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

村
と
し
て
は
日
本
一
の
面
積
を
持
つ
十

津
川
村
の
地
域
資
源
は
「
元
祖
源
泉
か
け

流
し
温
泉
」「
世
界
遺
産
・
熊
野
古
道
」

「
谷た

に

瀬ぜ

の
吊
橋
」「
熊
野
三
山
奥
の
宮
・
玉た

ま

置き

神
社
」
な
ど
非
常
に
豊
富
だ
。

　

世
界
遺
産
登
録
以
降
、
そ
れ
を
活
用
し

た
熊
野
古
道
の「
熊
野
参
詣
道
・
小こ

へ

ち
辺
路
」

や
「
大お
お
み
ね
お
く
が
け
み
ち

峯
奥
駈
道
」
の

散
策
ツ
ア
ー
は
、
地
元

の
語
り
部
と
と
も
に
歩

く
「
世
界
遺
産
ウ
ォ
ー

ク
」
と
し
て
、
多
く
の
観
光
客
の
人
気
を
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災害からの復興を目指す
各地の取り組み
このコーナーでは電源地域各地の地域
振興に向けた話題を取り上げています。
今回は、昨年3月の東日本大震災や9月
の台風12号になどによって大きな被害
を受けた市町村の復興に向けた取り組
みなどを紹介します。
E-mail：furusato@dengen.or.jp

電電源源地地域 域 振振興興トトピピッッククスス

ホ
タ
ル
舞
う
ふ
る
さ
と
大
熊
町
の

復
興
を
願
っ
て

奈
良
県
十と

つ津
川か

わ
む
ら村

台
風
被
害
を
乗
り
越
え

観
光
産
業
の
復
興
を
目
指
す

災害からの復興を目指す
各地の取り組み

福
島
県
大お

お
く
ま熊

町ま
ち



オープニングセレモニー

石巻市渡波地区の『かき小屋』

集
め
て
い
る
。

　

現
在
、
奈
良
県
の
近
鉄
大
和
八
木
駅
か

ら
和
歌
山
県
の
J
R
新
宮
駅
ま
で
、
十
津

川
村
を
経
由
し
て
紀
伊
半
島
を
縦
断
す
る

ス
ロ
ー
な
バ
ス
旅
を
企
画
し
、「
日
本
一

長
い
路
線
バ
ス
」
の
料
金
を
、
通
常
の
3

割
引
で
運
行
し
て
い
る
。
割
引
の
区
間
指

定
は
あ
る
も
の
の
奈
良
交
通
の
協
力
も
あ

っ
て
実
現
し
た
も
の
。

　

さ
ら
に
十
津
川
温
泉
郷
の
13
軒
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
で
は
特
別
価
格
を
設
定
し
て
集
客

を
図
っ
て
い
る
。
奈
良
県
が
発
行
す
る
奈

良
県
南
部
の「
地
域
復
興
支
援
プ
レ
ミ
ア
ム

宿
泊
旅
行
券
」
を
併
用
す
れ
ば
観
光
客
に

と
っ
て
、か
な
り
お
得
な
料
金
と
い
え
る
。

　
「
世
界
遺
産
ウ
ォ
ー
ク
」は
平
成
19
年
過

疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
と
し
て
話

　

宮
城
県
石
巻
市
の
渡
波
地
区
は
、
東
日

本
大
震
災
の
大
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
海
を
臨
む
一
角
に

本
年
2
月
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ン
ト
の
『
か
き

小
屋
』
が
出
現
。
以
来
、
石

巻
市
民
を
は
じ
め
観
光
客
に

人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

テ
ン
ト
の
中
に
は
ベ
ン
チ

椅
子
と
炭
火
の
焼
台
が
並

び
、
客
自
ら
が
焼
い
て
、
石

巻
で
収
穫
さ
れ
る
芳
醇
な
カ

　

8
月
4
日
（土）
と
5
日
（日）
の
両
日
、
東

京
・
有
楽
町
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

経
済
産
業
省
主
催
に
よ
る
「
福
島
ま
ご
こ

ろ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
た
。「
見
る
・

知
る
・
味
わ
う
、
ほ
ん
と
の
福
島
。
ひ
ろ

が
れ
！
福
島
ま
ご
こ
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、「
ふ
く
し
ま
か
ら
は
じ
め
よ
う
」

と
い
う
合
言
葉
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
福
島
県
内
の
1
0
4

の
事
業
者
が
集
結
し
て
、
県
内
の
特
産
品

や
工
芸
品
を
首
都
圏
の
消
費
者
に
直
接
販

売
し
た
。

　

会
場
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
司
会
の
別
所

哲
也
さ
ん
や
華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
、

料
理
研
究
家
の
森
崎
友
紀
さ
ん
な
ど
が
、

自
ら
体
感
し
た「
福
島
の
い
ま
」を
伝
え
、

「
郡
山
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
演
奏
や

「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
・
ダ
ン

シ
ン
グ
チ
ー
ム
」
の
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
の

フ
ラ
ダ
ン
ス
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
花
を

添
え
た
。

　

そ
の
他
「
福
島
ま
ん
ぷ
く
横
丁
」
と
銘

打
た
れ
た
一
帯
で
は「
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
」や

「
こ
お
り
や
ま
グ

リ
ー
ン
カ
レ
ー
」、

「
浪
江
焼
そ
ば
」

の
屋
台
が
並
び
、

福
島
の
B
級
グ
ル

メ
が
来
場
者
の
人

気
を
集
め
て
い
た
。

題
を
呼
ん
だ
が
、そ
の
語
り
部
た
ち
で
あ
る

「
十
津
川
鼓
動
の
会
」の
メ
ン
バ
ー
も
健
在

で
、定
期
的
に
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
お
り
、

一
定
の
人
数
が
集
ま
れ
ば
予
約
も
可
能
だ
。

　

十
津
川
村
は
村
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し

て
、
住
民
の
自
立
、
地
域
の
自
立
、
経
済

的
な
自
立
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、「
人

の
再
生
」、「
地
域
の
再
生
」、「
自
然
の
再

生
」
と
い
う
3
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
・

方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

　

大
災
害
を
乗
り
越
え
、「
心
身
再
生
の
郷
」

と
し
て
村
づ
く
り
に
邁
進
す
る
十
津
川
村

の
今
後
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

観
光
に
関
す
る
問
い
合
せ
は
十
津
川
村

観
光
協
会（
☎
０
７
４
６
―

６
３
―

０
２
０

０
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
はhttp://totsukaw

a.
info

）へ
。

キ
の
味
を
楽

し
む
。
料
金

シ
ス
テ
ム
は

1
皿
1
人
分

（
8
個
入
り
）

で
1
，0
0
0
円
。
こ
れ
に
炭
代
3
0
0
円

と
カ
キ
ナ
イ
フ
1
本
1
0
0
円
が
追
加
さ

れ
る
。

　

こ
の
小
屋
は
仙
台
市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
会
社
「
ア
イ
リ
ン
ク
」
が
宮
城
県

漁
協
石
巻
湾
支
所
と
協
力
し
て
運
営
す
る

も
の
。
震
災
後
、
養
殖
を
再
開
し
た
も
の

の
出
荷
量
は
減
少
し
、
さ
ら
に
風
評
被
害

な
ど
で
販
売
単
価
が
減
少
し
て
い
る
た
め

に
三
陸
沿
岸
の
養
殖
漁
家
の
収
入
は
激
減

し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
漁
師
や
地

域
の
元
気
を
取
り
戻
す
べ
く
、
代
表
取
締

役
の
齋さ

い
と
う
ひ
ろ
あ
き

藤
浩
昭
氏
が
三
陸
の
カ
キ
業
界
の

復
興
に
向
け
て
企
画
し
た
。
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
、『
か
き
小
屋
』
経
営
で
有
名
な

福
岡
市
漁
協
唐
泊
支
所
の
支
援
を
受
け
て

伝
授
さ
れ
た
も
の
で
、
焼
台
や
ベ
ン
チ
な

ど
の
資
材
の
提
供
も
受
け
て
い
る
。

　
「
三
陸
の
復
興
は
、
単
に
以
前
の
状
態
に

戻
す
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
被

災
前
よ
り
遥
か
に
良
い
状
況
に
す
る
た
め

に
、新
し
い
業
態
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、齋
藤
氏
は
言
う
。

　

４
月
に
は
仙
台
港
に
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
仙
台
か
ら
岩
手
県
の

宮
古
市
ま
で
の
三
陸
沿
岸
に
、
線
で
結
ば

れ
て
い
く
『
三
陸
か
き
小
屋
街
道
』
の
実

現
を
目
指
す
。

　
「
今
ま
で
、
僅
か
に
点
在
し
て
い
た
カ

キ
小
屋
が
、
三
陸
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
、私
た
ち
も
力
を
尽
く
し
た
い
」

と
齋
藤
氏
は
語
る
。
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東
京
・
有
楽
町
で

「
福
島
ま
ご
こ
ろ
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

宮
城
県
石い

し
の
ま
き巻市

三
陸
か
き
小
屋
街
道
で

地
域
や
漁
業
者
の
元
気
を
取
り
戻
す


